
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 30 年 10 月 1 日】 

プレゼンテーションの実施について 

助
成
決
定
団
体
説
明
会 

助成事業説明会の開催について 

事業実施

第 9号 

助 成 

発行：曽於市共同募金委員会 

助
成
事
業
説
明
会 

申
請
受
付
開
始 

 

地域の悩みを抱える 

高齢者のために 

高齢者サロン事業 

をします！ 

 
私達のために使われて嬉しい♪ 

私達も募金に協力しよう♪ 

 
共同募金に 1,000 円 

協力するわ♪ 

開催日時：平成 30 年 11 月 4 日（日） 

午前 10 時から 

開催場所：そお生きいき健康センター 

     曽於市末吉町二之方 2342 番地 2 

       ＴＥＬ 0986-76-2224 

               FAX 0986-76-2475 

鹿児島県  

共同募金会 

開催予定日：平成 31 年 3 月 1 日（金） 

開催場所：そお生きいき健康センター 

※ 申請団体に対し、改めてご案内いたします。 

あなたの募金で助成を

受けた団体や住民が曽

於市の地域をよくする

ために活動します。 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

募 金 

審
査
委
員
会 

助成交付 

決定

送金・配分 

 助成を決定するにあたり、プレゼンテーションを

行います。申請団体から事業目的や内容、申請書に

書ききれなかった思い等についての発表、審査委員

からの質疑に答えていただきます。 

地域福祉活動 

助成事業についての説明を行います。ご不明

な点等についてご質問ください。 

【助成事業に関するお問い合わせ】 
曽於市共同募金委員会 （曽於市社会福祉協議会）  担当：藤田 

〒899-4101 曽於市財部町南俣 504 番地 1 （TEL 0986-72-0460・0480  FAX 0986-72-0425）  

申 請 

活
動
報
告
会 

曽於市 

共同募金委員会 

 助成対象団体は？ 

 曽於市内で活動する社会福祉法人、特定非営利活動法人、校区社会福祉協議会（以下、校区社協）

や自治会等の地域団体、福祉団体及びボランティア団体です。 

 助成の対象となる事業・経費は？ 

  平成 31 年度中に実施される次の事業で、事業を実施するにあたり直接必要となる経費（団体の

管理、運営費は対象外）です。 

  ① 社会福祉法人、特定非営利活動法人が行う地域福祉推進事業 

  ② 校区社協や自治会等が行う小地域での福祉推進のための活動 

  ③ 地域福祉推進を目的とした福祉団体やボランティア団体等の活動 

  ただし、報告期日を厳守することを条件とします。【報告書提出期限 2020 年 3 月 22 日(金)】 

 申請期間は？ 

  平成 30 年 10 月 1 日（月）から平成 31 年 2 月 8 日（金）まで 

  下記の窓口にて申請書を受け取り、必要な書類を添えて申請ください。 

本年度も 10月 1日から共同募金運動が始まります！ 
皆様のご協力をどうぞよろしくお願いします 

Q 

 共同募金は、赤い羽根  をシンボルに、「赤い羽根共同募金」として、地域の

方々に親しまれており、毎年 10 月 1 日から翌年 3 月 31 日の期間、全国で募金

運動が行われます。（1 月から 3 月の期間は、「特定テーマ型募金活動期間」です。

例年実施される一般募金運動は、従来どおり 10 月 1 日から 12 月 31 日の期間

となります。）皆さんから寄せられる募金は、地域から孤立をなくし、みんなが社

会の一員として包み支えあうしくみづくりのために、様々な活動の貴重な財源と

して使われます。 

なぜ、共同募金が必要なの？ 

平成 30 年度共同募金を財源に、地域から孤立をなくし、みんなが社会の一員と

して包み支えあうしくみづくりを推進するため、地域課題の解決など地域福祉活動

に取り組む福祉団体やボランティアグループ等を支援することを目的に、曽於市共

同募金委員会が事業費の助成を行います。 

善意の募金なのに、なぜ寄付額を

割り当てるのですか？ 

行政では、私たちの税金で公平に効率的に

福祉施策を行っています。ところが、社会福

祉の現場では、日々その対象者が変わり、で

きるだけ早く実情に即した活動が必要とな

ります。そうした場合に臨機応変に動けるの

が「民間」です。民間のよさは、その特質で

ある迅速性、柔軟性、先駆性、開拓性です。

そのための財源として共同募金は欠かすこ

とができないものです。 

寄付いただく目安として「目安額」をお示し

しています。共同募金は、決して寄付額を割り

当てる募金ではありません。事前に配分計画を

立て、その計画に基づいて目標額を定めていま

すが、これはあくまで共同募金委員会が立てた

計画であり、住民の皆様がご寄付いただくにあ

たっては、任意でご協力いただければけっこう

です。どれぐらい協力したらいいのかわからな

い場合の「目安」としてお考えください。 

A 

Q 

A 

福祉のまちづくりのために活動する

団体が、曽於市共同募金委員会に申

請し、活動費の助成を受けます。 

300 円 

平成 31年度 共同募金助成事業のお知らせ 

曽於市共同募金委員会  ・財部分室…財部保健福祉センター内 ・末吉分室…そお生きいき健康センター内 

(曽於市社協本所、支所) ・大隅分室…大隅弥五郎伝説の里健康ふれあい館内 

700 円 

1,000 円のうちの約 700 円が鹿児島県共同

募金会から曽於市共同募金委員会に戻ってき

ます。（配分率は年度によって変わります） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財部地区民生委員児童委員協議会 

曽於市社会福祉協議会 
○ささえあいネットワーク事業 
○子育て支援事業  
○障がい者支援事業 
○住民参加型福祉サービス事業 

（ほっとサービス事業） 
○福祉教育及びボランティア活動推進事業 
○高齢者等ふれあい・いきいきサロン事業 

○親子ふれあい事業 
（ものづくり教室 いす作り） 
 

 

【ありがとうのメッセージ】 

曽於市母子寡婦福祉連絡協議会を知ってもらう

ことが出来て、多くの皆様に今回も参加していただ

きました。 

本当にありがとうございました。 

これからも本会をよろしくお願いいたします。 

 

○情報紙発行事業 
（年度中３回の情報紙発行） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○元気生き活き推進事業 
（年越しそば無償提供）（地域景観形成） 
（高齢者世帯ごみ出し支援）（菜の花歩こう会） 
（グラウンドゴルフ大会） 
 

 

 

 

 

 

 

 
【ありがとうのメッセージ】 

 市民の方々から寄せられた貴重な浄財「共同募

金」の助成を受け地域の福祉活動に役立たせていた

だいたことで、地域の皆が元気で生き活きと安心し

て暮らせることに感謝申し上げます。これからも事

業の啓発に努め、一層社会貢献に尽くしていきます 

平成 28 年度に皆さんから寄せられた赤い羽根共同募金を財源に、10 団体が

助成金を受け、年間を通してさまざまな地域福祉活動に取り組みました。 

曽於市母子寡婦福祉連絡協議会 ボランティア七村 

【ありがとうのメッセージ】 

 多くの方々から寄せられる共同募金の一部を、民

生委員・児童委員の活動紹介をはじめ、誰もが安心

して暮らせる地域社会づくりを目指した情報紙発行

に活用させていただきましたことに、心から感謝申

し上げます。ありがとうございました。 

○音訳 

（市報「そお」曽於市社協情報紙「手と手」の音訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

曽於市音訳ボランティアひびき 2014 

【ありがとうのメッセージ】 

共同募金の助成を受けて必要な機材等を購入で

き、鮮明な音で利用者様に音訳をお届けできるよう

になり、とても喜んでいただいております。これも

助成金があったからこそ改善できたことと心から

感謝しております。共同募金にご協力いただきまし

た皆様本当に、ありがとうございました。 

  ミニデイななつ星、にこにこデイ、でこん川、ついやま、あさひ会 
※ミニデイは 5 つの団体がそれぞれ助成を受けて活動しました。 

○ミニデイ事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ありがとうのメッセージ】 

 共同募金の助成を受けて、ミニデイの活動をさ

せていただきました。この活動のおかげで、地域

住民の介護予防につながり、また住民同士の交流

が深まりよりいっそう連帯感が強くなったよう

に思います。共同募金にご協力いただいた皆様方

の温かい心に感謝します。ありがとうございまし

た。 

 

【ありがとうのメッセージ】 

 共同募金の助成金は、市内全域、そこに住む住民

を対象とする社会福祉協議会にとって欠かせない

財源です。地域福祉の推進にあたっては、貴重な財

源と認識しており、以前から共同募金活動と社協活

動は車の両輪のように協働してまいりました。平成

29 年度も 6 事業に取り組むことができました。住

民から支えられる豊かな関係性を保ちながら、安心

して住み慣れた地域で暮らし続けられる地域づく

りの実現に大きく近づけました。募金してくださっ

た一人ひとりの皆様に感謝し、今後とも地域福祉の

充実のために力をお貸しくださいますようお願い

申し上げます。 


